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自然を生かした魅力ある地区作り

宮沢連合自治会宮沢連合自治会

　約3200世帯、9800人が住む宮沢地区。１、２丁目に人口が偏りがちで３、４丁目は農耕地が多
い。地区内に宮沢の森や和泉川が流れる瀬谷区内でも１、２を争う自然豊かな地区だ。そのため愛
護会活動が盛んで地域住民が熱心に川沿いの雑草や森の手入れをする姿をよく目にする。
　和泉川沿いでは朝、日が昇らないうちからウォーキングに勤しむ人が見られる。また、カワセミが
観察できる場所としても知られており、長い望遠レンズを付けたアマチュアカメラマンたちのメッカ
となっている。
　和泉川の湧き水を生かした取り組みも進んでおり、緑地保全地区を核にしたホタルの里山づくり
実行委員会が和泉川の水辺を整備し、平成23年に披露された。今もホタルの自生に向けて環境整
備を進めている。
　防災への取り組みとしては他地区と同様に年２回の防災訓練が軸。消火訓練以外にも防災用品
のデモンストレーションなども行っている。そこでは簡易トイレ、家具転倒防止器具、ラジオなどの
防災用品がどこで、いくらで購入できるのかを明記して展示。地域住民の備えに役立っている。ま
た、急な心肺停止に対応できるようにＡＥＤの設置場所と、その施設が開館している時間がわかる
一覧表を地区内で配布するなど、高齢者が多く住む地区ならではの工夫を凝らす。
　藤代睦夫連合自治会長は「宮沢地区は自然に囲まれた素晴らしい場所。公共の施設がないの
で、今後みんなで集まれるようなコミュニティスペースを作ることができれば嬉しい」と話している。

自分の地域をもっと知ってみませんか？
いざという時に心通う助け合いができるように―。

地域とつながる　地域に根づく

せや
12地区

主な区域

宮沢1～4丁目

　65歳以上が住民の25％を占めるといわれる同地区でも連合自治会のイベントは大盛況だ。連合自治会と
地区社協が合同で行う運動会には多くの小学生も参加。毎年にぎわいを見せる。ソフトボール大会、バレー
ボール大会などのスポーツ大会も盛んだ。
　ふれあい夏祭りでは地域の愛護会やＮＰＯ法人、福祉事業所なども屋台を出し、協力することで親と子や
孫の代との３世代交流を深めている。藤代会長は「グループホームが５、６箇所ある。夜間は特に職員が少な
くなるので、イベントを通して地域と施設の交流を深め、有事の際には協力していきたい」と話した。

イベントは３世代交流の場 深める地域の絆

地域の自治会・町内会に加入しませんか？
問い合わせ先は、瀬谷区役所地域振興課  ℡367-5691

地域住民が協力して草刈りを行う

和泉川沿いは絶好の散歩道

　宮沢地区を流れる和泉川は平成
元年に「ふるさとの川整備事業」に選
ばれ、改修が進められた川。それま
でドブ川だった和泉川が、水質改善
された。今では水辺と樹林が一体に
なった親水地として区民の憩いの場
として定着している。
　毎朝昼のウォーキングコースや
カワセミの撮影ポイントとしてだけ
ではなく、春には川沿いに咲く桜を
目当てに多くの花見客が詰め掛け
るスポットとして知られる。秋には
東山橋周辺でコスモスが行き交う
人の目を楽しませる。ほかにも平成
21年にはサケ、22年はアユが遡上
するなど多くの生き物の観察場と
しても注目を集めている。

ホタルの里山を宮沢に

　和泉川の湧き水を利用した「ホタルの里山づ
くり」。宮沢の蟹沢特別緑地保全地区で、樹林と
湧水を生かしたホタルの里山づくりを目指して
いる。同所は平成21年度のヨコハマ市民まち普
請コンテストで助成の対象として選ばれている。
　この計画では和泉川の水辺を整備してホタ
ルを繁殖させ、いずれは区内小中高校のホタル
観察の授業を行いたいとしている。
　平成24年は、子ども会を中心にドングリを蒔
いたり、ホタルのエサとなるカワニナの成育、水
草の移植を継続して行った。また同会ではこれ
までの成果をパネルにまとめ、区内の学校を巡

回する計画も立てているという。
　ホタルの里山づくり実行委員会の奈良部岩次さんは「この取り組みは短期間で
結果がでるものではない。じっくりと構えてやっていきたい」と意気込みを話した。

湧水を利用し地域住民が整備

生き物の宝庫 和泉川

春の晴れた日には多くの人でにぎわう
藪を切り開き、整備された
蟹沢特別緑地保全地区


